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京
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原
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汚
染
水
浄
化
装
置

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
」
が
１１
月
中
旬
か
ら

再
稼
働
す
る
。
汚
染
水
問
題
解

決
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ

る
ア
ル
プ
ス
は
、
今
年
２
月
の

運
転
開
始
後
、
装
置
の
腐
食
に

よ
る
水
漏
れ
が
発
生
し
６
月
に

稼
働
を
停
止
し
て
い
た
。
東
電

は
腐
食
部
分
を
ゴ
ム
で
補
強
、

電
気
防
食
を
施
し
て
再
稼
働
に

こ
ぎ
着
け
た
。
た
だ
、
腐
食
対

策
は
抜
本
的
な
も
の
で
な
い

上
、
放
射
性
物
質
除
去
後
に
出

る
廃
棄
物
の
処
分
方
法
な
ど
が

棚
上
げ
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

東
芝
が
製
造
し
た
ア
ル
プ
ス
　
一

は
、
汚
染
水
に
含
ま
れ
る
６３
種
　
一

類
の
放
射
性
核
種
の
う
ち
、
卜
　
一

リ
チ
ウ
ム
以
外
の
６２
核
種
の
濃
　
一

度
を
低
減
す
る
。
ス
ト
ロ
ン
チ
　
一

ウ
ム
９０
の
場
合
、
汚
染
水
１
靭
　
一

当
た
り
１
億
の
の
濃
度
だ
が
、
　
一

ア
ル
プ
ス
で
処
理
す
れ
ば
同
Ｏ
ｏ

一

１
分
に
下
が
り
、
ス
ト
ロ
ン
チ
　
一

ウ
ム
９０
の
法
定
放
出
基
準
値
で
　
一

あ
る
１
房
当
た
り
３０
じ
を
ク
リ
　
一

ア
し
て
い
る
。
ト
リ
チ
ウ
ム
に
　
一

つ
い
て
は
薄
め
た
上
で
放
出
を
　
一

認
め
る
国
が
多
い
が
、
日
本
で
　
一

は
基
電
と
漁
業
関
係
者
の
間
で
、
　
一

あ
ら
ゆ
る
放
射
性
物
質
を
流
さ
　
一

な
い
と
取
り
決
め
た
た
め
処
理
　
一

水
を
溜
め
続
け
る
し
か
な
い
。
　
一

汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
な
ど
　
一

は
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
が
法
定
基
　
一

準
の
１
刷
当
た
り
６
万
わ
を
満
　
一

た
せ
ば
処
理
水
を
放
出
す
べ
き
　
一

と
東
電
に
勧
告
し
て
い
る
。　
　
　
一

ア
ル
プ
ス
は
放
射
性
核
種
の
　
一

吸
着
塔
１６
個
か
ら
な
る
処
理
装
　
一

置
を
３
系
統
持
つ
。
吸
着
塔
に
　
一

は
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
な
ど
８
種
　
一

類
の
固
形
吸
着
材
が
入
っ
て
い
　
一

る
。
１
系
統
当
た
り
の
汚
染
水
　
一

処
理
能
力
は
１
日
２
５
０
ト
ン。
　
一

吸
着
材
交
換
中
１
系
統
を
除
く
　
一

２
系
統
が
常
時
稼
働
さ
れ
る
た
　
一

め
、
１
日
の
汚
染
水
処
理
能
力
　
一

は
５
０
０

ン
ト
に
な
る
。

汚
染
水

の
塩
分
が
問
題

汚
染
水
浄
化
と
い
う
点
で
は

大
き
な
前
進
だ
が
、
問
題
も
抱

え
て
い
る
。　
一
つ
は
放
射
性
物

質
が
高
濃
度
で
付
着
し
た
使
用

済
み
吸
着
材
の
処
分
方
法
だ
。

現
在
の
処
理
量
で
は
、
汚
染
水

中
に
含
ま
れ
た
汚
泥
と
使
用
済

み
吸
着
材
が
混
じ
っ
た
高
濃
度

の
放
射
性
廃
棄
物
が
１
日
当
た

り
１０
立
方
厨
、
年
間
３
４
０
０

立
方
厨
排
出
さ
れ
る
。

使
用
済
み
吸
着
材
は
ポ
リ
エ

テ
レ
ン
製
容
器
に
入
れ
ら
れ
、

さ
ら
に
保
存

・
耐
久
性
の
高
い

Ｈ
Ｉ
Ｃ
と
い
ユゝ
局
性
能
容
器
に

収
納
さ
れ
、
ア
ル
プ
ス
が
設
置

さ
れ
た
建
屋
近
く
の
Ｈ
Ｉ
Ｃ
カ

ラ
ム
と
い
つヽ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
保
管
場
所
に
置
か
れ
る
。
そ

れ
で
も
作
業
員
が
近
づ
け

な
い
ほ
ど
線
量
が
高
い
。

こ
の
最
終
処
分
方
法
が
決

ま
つ
て
お
ら
ず
、
再
稼
働

後
は
Ｈ
Ｉ
Ｃ
が
積
み
上
が

っ
て
い
く
。
放
射
能
は
汚

染
水
の
１０
億
倍
で
、
万

一
、

廃
棄
物
が
漏
れ
た
場
合
の

危
険
性
は
汚
染
水
タ
ン
ク

の
比
で
は
な
い
。

も
う

一
つ
は
ア
ル
プ
ス
自
体

の
腐
食
の
問
題
だ
。
汚
染
水
に

は
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
機
械
の

油
や
塗
装
剤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

不
純
物
が
含
ま
れ
、
ア
ル
プ
ス

で
は
、
塩
化
第
二
鉄
な
ど
強
酸

性
の
凝
集
剤
で
沈
殿
さ
せ
て
除

去
し
た
後
で
汚
染
水
を
吸
着
材

に
通
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
凝

集
剤
な
ど
が
ア
ル
プ
ス
を
腐
食

さ
せ
る
。

さ
ら
に
海
水
が
混
入
し
た
汚

染
水
が
処
理
を
難
し
く
す
る
。

米
国
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
や
ロ

シ
ア
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原

発
事
故
で
の
汚
染
水
処
理
は
淡

水
か
ら
の
放
射
性
物
質
除
去
だ

っ
た
が
、
福
島
原
発
の
汚
染
水

は
、
冷
却
に
用
い
た
海
水
中
の

塩
分
が
大
量
に
含
ま
れ
る
。
塩

分
が
吸
着
材
の
イ
オ
ン
交
換
樹

脂
に
最
初
に
付
着
す
る
と
、
樹

脂
は
放
射
性
核
種
を
吸
着
さ
せ

る
前
に
飽
和
し
て
し
ま
う
。
加

え
て
塩
分
と
放
射
能
は
あ
ら
ゆ

る
金
属
の
腐
食
を
加
速
さ
せ
る
。

現
在
の
ア
ル
プ
ス
は
第
３
世

代
で
、
第
１
、
第
２
世
代
は
い

ず
れ
も
腐
食
に
よ
っ
て
穴
が
開

い
た
た
め
に
使
用
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
。
現
世
代
も
運
転
開

始
後
３
カ
月
で
厚
さ
９

リミ
の
ス

テ
ン
レ
ス
に
腐
食
で
穴
が
開

き
、
高
線
量
廃
液
が
漏
れ
出
し

た
。
今
回
の
再
稼
働
で
も
抜
本

的
な
対
策
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。

福
島
第
１
原
発
内
の
タ
ン
ク

に
溜
ま
っ
た
３５
万
ダ
と
、
毎
日

流
れ
込
む
地
下
水
で
、
汚
染
水

は
１
日
４
０
０

ン
ト
の
ベ
ー
ス
で

増
え
て
い
る
。
東
電
は
来
年
度

末
ま
で
汚
染
水
タ
ン
ク
の
貯
留

容
量
を
８０
万
ト
ンと
予
測
し
て
い

る
。
今
後
、
東
電
が
ア
ル
プ
ス

を
増
設
し
、
経
済
産
業
省
も
新

型
ア
ル
プ
ス
を
投
入
す
れ
ば
、

処
理
能
力
は
１
日
２
０
０
０
ト
ン

に
拡
大
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
放

射
性
廃
棄
物
も
加
速
度
的
に
増

加
す
る
。
使
用
済
み
吸
着
材
と

腐
食
の
問
題
を
解
決
し
な
い
限

り
、
問
題
の
根
本
的
解
決
に
は

つ
な
が
ら
な
い
。
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汚染水浄化装置ALPS再稼働

高濃度汚染吸着材と

腐食が処理の妨げに
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